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本施策は、四国圏広域地方計画「NO.6 防災力向上プロジェクト」の取組に該当します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

「第３回 災害時高松港活用方策検討関係者会議」を以下の日程で開催しま

すのでお知らせします。 

 ◆日時：平成２２年１０月８日（金） １３：３０～１５：３０ 

◆ 場所：高松市サンポート３番３３号 

高松サンポート合同庁舎１３階 四国地方整備局災害対策室   

高松港における港湾ＢＣＰ策定にむけた会議を開催 
～「第３回 災害時高松港活用方策検討関係者会議」～ 

○概要 

  ３月１９日に開かれた第２回会議では、被災シナリオの想定や４つの活動（緊急物資

輸送、企業物流、人の海上輸送、応急復旧）のイメージと目標、具体的な活動内容に

ついて合意形成を図り、活動実施にあたっての検討課題を抽出しました。 

今回の第３回会議では、これまでの検討経緯のまとめと検討結果の再精査を行った

上で、今後の検討の方向性を確認するとともに、目標達成に向けた行動や各関係主体

に期待される役割等について議論を進めます。 

 

◇会議中のテレビカメラ等の取材は可能ですが、会議の進行に支障とならないようお願

いします。 

 

  国土交通省四国地方整備局 港湾空港部 

             港湾危機管理官        日笠 一志（内線６３６１） 

             港湾空港防災・危機管理課長  平野 智 （内線６５５１） 

                ＴＥＬ：０８７－８１１－８３３３（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

 

問い合わせ先 



 
 
（参考） 

 
 

○「災害時高松港活用方策検討関係者会議」の参加機関 （順不同） 

  高松港運協会 

三九会（高松港旅客船団体） 

四国経済連合会 

四国経済産業局 

四国運輸局 

高松海上保安部 

神戸税関坂出税関支署高松出張所 

高松入国管理局 

神戸植物防疫所坂出支所 

香川県 

高松市 

四国地方整備局 

 

なお、第３回の会議から、次の有識者の方々をアドバイザーとしてご臨席いただく予定としております。

徳島大学大学院教授・中野 晋 氏 

香川大学工学部教授・土井 健司 氏 

国土技術政策総合研究所 国際業務研究室長・和田 匡央 氏 

○事業継続計画（ＢＣＰ）とは？ （BCP：Business Continuity Plan） 

→震災等の被災により組織の機能が低下し、人、もの、情報及びライフライン等利用できる資源に制約が

ある状況下において、優先実施すべき業務（非常時優先業務）を特定するとともに、業務継続に必要な資

源の確保・配分や、そのための手続きの簡素化、指揮命令系統の明確化等について必要な措置を講じるこ

とにより、業務立ち上げ時間の短縮や発災直後の業務レベルの向上を図り、適切な業務実行を行うことを

目的とした計画。 

○「災害時高松港活用方策検討関係者会議」の目的 

  今後３０年間で６０～７０％の確率で発生が予測されている東南海・南海地震では、香川県地域防災計

画の被害想定にもあるように、高松港においてもその影響が懸念されています。 

このような事態に備え、高松港における災害時の機能の維持と早期復旧を目的とした港湾ＢＣＰ（事業

継続計画）の策定に向け、関係者会議を開催し各種検討を行います。発災時の対応を関係者が事前に協議・

調整しておくことによって、港湾物流機能の維持や早期回復が可能となり、災害時の国民生活の維持や産

業活動の速やかな回復に資することが期待されます。 


